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あなたもいつか被災者です内閣府
（防災担当）
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。りฦされてきたところでもあります܁たちが住Ή自વ๛かなこの国は、自વ災害がࢲ　
この国で、これからも災害が起きないと考えている人はいないでしΐう。　
　でも、自らがඃ災ऀになることを૾し、ඃ害をগなくするための具体的な備えをす
る人は、೦ながらଟくありません。

　༧ظせ͵地や、水害、土砂災害に見Θれる前に、何をしておけばྑかったのか、
れないくなられたޠஊをݧたちにૌえかけてくれます。体ࢲ、された方の言༿はݧܦ
方のにもࣖをすませて、չしい思いを聞き取るྗもඞཁです。

　このࢠでは、「災害ඃ害をܰݮする国民ӡ動」の一で行Θれている「一前ϓロジΣ
Ϋτ」の体ݧஊをࡐにして、ඃ災前からඃ災ޙの時ؒܦ過の中で、災害時にどのよう
なࣄଶに面させられるのかを࣮ײできるߏ成としました。

　ਏい体ݧを܁りฦさないためにඞཁな具体的な方法もࡌهして、օさんが災害ඃ害を
をݧっています。これは、ଟくのඃ災体ئらす行動を行うきっかけにしてもらいたいとݮ
した方々のئいでもあります。

った時の状況を、一前ϓロに災害に見Θれた方からࡍ࣮　
ジΣΫτでエϐιードにまとめました。
　自らの立場に置きえて、ಡんでみてください。




͜のࢠのい方

　前ड़のエϐιードをもとに、ඃ災された方が災害の前ޙにとっ
た行動やஅと、ҟなる行動やஅをબした場合に、どんな
状況が起こるかをࡌهしています。
　自分自身ならどのような行動・அを行うか、考えてみましΐう。

　同じ՝について、別の体ݧஊもコラムにしてあります。ごろか
らのさまざまな具体的な備えがඞཁだと࣮ײしたら、あとは行動ある
のみです。
　̙ ʂ̤ の情報を参考に、できることから取り組んでみましΐう。

※ຊॻは地・・෩水害（ߑ水、高ை、土砂災害）に分かれていますので、ڵຯがあるエϐιードからಡみਐめてください。

Τϐιʔυ

͋ͳͨͳΒɺͲ͏すΔʁ

%Pʂ
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僕たちはキッチンを

地震のあとで
僕たちはキッチンを片付けている
皿が割れて　思想のように　積み重なっている
一つずつ　つまみあげた

地震のあとで
僕たちはキッチンのガレキを見つめている
街が一つ　無くなってしまった
そんな知らせのあとで

いくつもの破片を拾い集めて
この茶碗も　このグラスも気に入っていたのに

この絵皿は　二度と手に入らないだろう

いくつもの破片を拾い集めて　かけらは
宇宙のもの　世界のもの　かつての
僕たちのもの　捨てられていくもの

　　　　　　　　　　　三月十四日　台所で

ग़యɿ߹྄一（�0��）h ;たたͼのय़にʕ災ϊート �0��0�����0��0���ʱࣾ �

ͦΜなͱ͜Ζで৸ていͪΌ、μϝ�
ʙՈ۩のஔにཁҙʙ
　前ののがࣄでくて、その時ؒまでまだ৸ていたんです。࠷ॳܰく
༳れ出して、「あ、また地だな。まあ、いつものことだから」と思って、
そんなに߄てもしなかったんですけど、す͙にΫレーン車か何かがಥっ込ん
でདྷたんじゃないかと思う΄どの༳れになりました。

　で、あΘてて、パジャϚのまま、2 ֊の෦屋の૭から 1 ֊の屋ࠜの্にඈ
ͼ出たんです。「্から 2 ֊の屋ࠜのかΘらが落ちてきたりして、かえって
危ないよ」とあとで人に言Θれたんですけど、その時はເ中でした。
　
にݩが৸ていた場ॴというのは、಄の΄うにテレϏが置いてあって、ࢲ　
はྫྷଂݿが置いてありました。やっと༳れがおさまって、ৼりฦって自分の
෦屋の中を見たら、テレϏとྫྷଂݿが自分の৸ていた場ॴにドン、ドンとస
がっていたのです。

　それを見て、「逃げてよかったな」と思うと同時に、「そんなところで৸て
いちゃいけないな」と思いました。

平成19年新ׁݝ中ӽԭ地（平成19年�月）
2005年（平成1�年）3月20　10時53分地発生

ݯɿԬݝ方ԭ　Ϛグニνϡードɿ�.0
ɿ1ऀࢮ ໊ ෛইऀɿ108� ໊

一前ϓロジΣΫτのޠ

（新ׁݝദ࡚市 20代 உ性）

҆Ͱ͖る部ͰΒͦ͏
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地発生
前

地発生
̍िؒ前 地が͖ͯىʜ

͋ͳͨɺҾӽ͠ͷਅͬ࠷தɻ

　ご飯をよそって出して、みそोを࣋ってこようと思って立ち্がったとき
に「ドン」とདྷたんですね。Ξッと思って、とっさにࢲは食ث୨を押さえ、
おさんがあっちから、テレϏを押さえました。
　食ث୨は、؍音൶ˎをগしଠめのゴムでとめていました。そのゴムが৳ͼ
て、中のものがগしඈͼ出しましたが、たいしたことはありませんでした。
　それから、今度はஃのՖが৺になってっていったのですが、;っと
ఉを見ると、道࿏に面したうちのؠญがれていました。

　たんすとかຊ୨とかは全෦、前々からゴムみたいなస防止༻のやつを
ങって、下にೖれてあったんです。だからͥんͥんれなくて、ॿかりました。

。の൶のことࣜܗがって։くӈにࠨ音൶とは、中央から؍ˎ

大きな家具を
৸ࣨにӡͼ込Ή

பやนにݻ定できる 下地ࡐ（ப等）のあるนにݻ定した

下地ࡐのないബいนにݻ定した

家具につっͺりとスτッパーを取りけた

、定せず、ϕッドからԕくݻ
れてもドΞを;さがない場ॴに置いた

பやนにݻ定できない

定せず、ϕッドの近くに置いたݻ

家具はれてこなかった
৸ていた家も無ࣄ

นからݻ定ۚ具が֎れて、
家具がれてきた

家具はれてこなかった
৸ていた家も無ࣄ

家具はれてきて、
ものがࢄཚし、৸ࣨから
出るのに時ؒがかかった

ϕッドの্に家具がれてきて、
下ෑきになってしまった

T*.E

一日前プロジェクトエピソード（平成1�年ٶݝ北部Λݯͱ͢Δ）より

FQJTPEFエピソード Ո۩れずʵཱったసࢭάοζʵ
̓ 県౦দౡ市ٶ） ̌代 ঁ性）

Ո۩Λபนʹ
ݻఆͰ͖Δʁ
Ո۩Λபนʹ
ݻఆͰ͖Δʁ

͋ͳたͳΒ、Ͳ͏するʁ

͋ͳたにग़དྷる͜ͱԿͰすかʁ （࣍ϖージ）5 6



　2 ճ目の地は、「ドン」という音で࢝まりましたね。ݰ
ؔ前にとめてあった車が、ॠؒですけれど、Ϙンと্に্
がって落ちたように見えました。
　৺になって、ྡのひとりらしのおばあちゃんのとこ
ろに行ってみたら、おࢠさんたちがようすを見にདྷていま
した。いなことに、うちはあまりյれたものもなくて、
よその家ఉよりはඃ害がগなくてすみました。
　ϦϑΥームで࡞りつけにしたため、家具がݮったんです

ね。৸ているところには家具はいっさい置いていませんで
した。家具はݻ定していなかったのですが、ෆ思ٞとれ
ませんでした。場ॴや向きがよかったのかもしれませんね。
でも、それからはすべての家具をݻ定して、྆։きの家具
はϋンΧνで݁んで、։かないようにしています。
　ちΐうどあの年にϦϑΥームしたばかりだったんです
ね。もし、そのϦϑΥーム前だったら、વひどい目にあっ
ていたと思います。
一日前プロジェクト　エピソード（ٶݝ北部Λݯͱ͢Δ）より

※家具のݻ定方法等は、東京ফ防庁「家具類のస・落下・Ҡ動防止対ࡦϋンドϒッΫ」
http://www.tfd.metro.tokZo.jp/hp-bousaika/kaguten/handbook/ を参照。

　地によるෛইऀのうち、3割ʙ 4割の人が、家具類のసや落下などがݪҼでέΨ
をしている。自分や家の身を守るために、こんなことからやっておこう。

・身のճりにある小さなՙは、戸୨やΫローθッτの中にऩೲしておく。
・ϕッドやドΞの近くには、大きな家具を置かないようにする。
。定しておくݻ定できる家具は、பやৎ夫なนにݻ・
。定できない家具は、つっͺりやスτッパー・೪ணϚッτ等を取りけるݻ・

　対ࡦはඅ༻がかかるものばかりではなく、෦屋の中にՙを置かない安全なۭؒを࡞ることや、
家具の置をมߋするなど夫することで行える対ࡦもある。

λςΏれͷා͞௧ײ

、ॳはू落の家のඃ害は一見গないように思えました。だけど࠷　
あの地は下ܕということで、ドΧンと্に࣋ち্がって、それ
から一ؾに下がったものだから、 ΄ぞ （組み合Θさっているところ）
がいったんはずれて、下りたときにちΐうどそのߔにたればよかっ
たんだけど、そううまくは下がらなかったから、家の中の建具とか、
ؔが全෦だめになったんです。 

　時はとにかく༨のΏれがすごかったし、பなんかの「 ΄ぞ 」
がΏるんでいたから、第 2 のԣΏれでれた家がଟくありました。 

　これからはあらかじめ家で安全な場ॴを 1 ϲॴબんで、そこに
逃げようとܾめておくべきですね。ઇ国だったら、ؤৎにつくって
いる小さな車ݿみたいなのがいいかもしれません。

平成 16 年 10 月新ׁݝ中ӽ地
平成 16 年（2004 年）10 月 23  1� 時 56 分ࠒ地発生

ݯɿ新ׁݝ中ӽ地方　Ϛグニνϡードɿ6.8
ɿ46ऀࢮ ໊　ෛইऀɿ4801 ໊

エϐιードにؔするσーλ

（新ׁݝ小千୩市 60代 உ性）
episode
エピソード Ո۩のཧͰ被害গͳ͘ɹɹ

ࣗのࣗでकΖう

（県౦দౡ市 �0代 ঁ性ٶ）

近年発生した地における家具類のస・落下・Ҡ動がݪҼのけが人の割合

出యɿ東京ফ防庁 h 家具類のస・落下・Ҡ動防止対ࡦϋンドϒッΫʱ

ͭͿれͳいՈにॅも͏

Do!

ٶ・खؠ

৽ׁݝ中ӽԭ

ొౡ

Ԭݝํԭ

৽ׁݝ中ӽ

ेউԭ

北部ݝٶ

�ˋ 1�ˋ 2�ˋ ��ˋ ��ˋ ��ˋ ��ˋ

44.6ˋ

40.�ˋ

29.4�

36.0�

41.2�

36.3�

49.4�
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地発生
年前 地が͖ͯىʜ

͋ͳͨɺੲ͔Β͜ͷொͰ͍ݹՈʹॅΜͰ͍Δɻ

　たまたまࢲたちは 2 ֊で৸ていたからॿかったけど、下で৸ていたら全にやられていたと思います。1 ֊のఱ井が全
に落ちて、2 ֊෦分が 1 ֊のようになっていましたから。主人が、ປݩでライλーをつけてくれてね。ライλーで照らしな
がら、「ೖりޱが։いとるから、ઌに出ろ」って言ったけど、2 ֊の૭のࢅやΨラスが全෦ඈんでしまって、ೖりޱに見え
たのだろうと思います。
　ちΐうどࢲたちの৸ているປݩにコλツがあって、こっちଆにあんまثがあって、対ଆに大きなテレϏ。そのテレϏと
こたつとあんまثにఱ井がࢧえられていたので、ࢲは主人がҾっுり出してくれたΨ
ンをパジャϚの্にはおり、スϦッパをはいて、はって出ました。എの高いλンス
は山ଆにれてくれたので、ӡྑく、下ෑきにならずにすみました。
　その、難を逃れたຓの家でお෩࿊にೖろうとしたら、がくっついてげないの
です。おかしいなと思ってみると、ଠもものあたりが切れて݂がݻまっていました。
地で落ちた人ܗέースのΨラスが;とんにಥきさり、中のӋໟがۭ中にい্
がって前がྑく見えない΄どでしたので、それで切ったのでしΐう。割れたΨラスは
ຊにාいものだと思います。

T*.E

一日前プロジェクト　エピソード（平成7年ࡕਆ・୶࿏େࡂ）より

episode
エピソード

ࣗɺ͍ ͭ
Βれͨͷʁͯݐࠒ

ࣗɺ͍ ͭ
Βれͨͷʁͯݐࠒ

ொ͔Βஅͷ
Ҋ内がಧ͍ͨ

அΛ࣮ࢪすΔʁ

ொ͔Βஅͷ
Ҋ内がಧ͍ͨ

அΛ࣮ࢪすΔʁ

அを行ったら、
「ิڧがඞཁ」と
定された

அを行Θなかった

家に大きなඃ害が無く、
家の中にいても大ৎ夫だった

家のิڧを
したおかげで無ࣄだった

家が௵れてしまった

住んでいる地域には
大きな地は起きないだろうと思い、
ิڧを行Θなかった

大きな地が
起きるかもしれないと思い、
ิڧを行った

͋ͳたͳΒ、Ͳ͏するʁ

�֊Ͱ৸ていて助かった ～ಀ͛ग़す࣌にった、
ೖཋ࣌にͮ͘ؾ～ （ฌݿ県୶࿏市 �0代 ঁ性）

͋ͳたにग़དྷる͜ͱԿͰすかʁ （࣍ϖージ）

自宅は、ত̑ 年̒（̍ ̔̕ 年̍）Ҏ前に建てられた
性はෆ安だが、何もしていない

自宅は、ত̑ 年̒（̍ ̔̕ 年̍）Ҏޙに建てられた
基४もຬたしている
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　Θたしは建ங࢜ですが、建はやっͺりόランスが大ࣄな
んですね。うちも建てかえる前はれのある L をߏのܕࣈ
していたので、れにつながる෦分が一൪ඃ害がひどかった
んです。
　பが細くてもόランスがよければ݁ߏ大ৎ夫なんですよ。
方ܗやਖ਼方ܗの૯ 2 ֊はよくて、平屋にちΐこっと 2 ֊
がついていたりしているのは͙あいがѱいΘけです。つまり、

1 ֊のॏ৺と 2 ֊のॏ৺がずれると、それぞれ別の動きをし
てしまうからです。
　でも、ѱいとりながら、զが家も建てかえのときにؔݰ
のところをਧきൈけにしちゃったんです。「お٬さんがೖっ
てきたときに։์ײがある΄うがいい」なんて、݁ہは見ӫ
えの方を༏ઌしてしまいました。

一日前プロジェクト　エピソード（平成1�年ٶݝ北部Λݯͱ͢Δ）より

が͍ͨ͜ͱؾຽͱͳͬͯɺؼがࢲ
ʙඃ災ͨ࣌͠ࣄʹཹ·Δʙ

田のϏϧのוはࢲ　 16 ֊で地にૺいました。༦方に川でଧち合Θせがあったので、
าいて川に向かいましたが、్中でଧち合Θせ中止のϝーϧが。ؼ宅するかいました
が、॓ധできる΄ど現ۚを࣋っていなかったので、าいてؼることをܾஅしました。

　్中、スーパーで水と食ྉと܉खをߪೖして、ؼ࿏にணきました。 8 時ࠒに大を出て、
国道 1 号ઢをาき続けましたが、Ӻかられると何も情報がೖってきません。ࢲはܞଳラ
ジΦで情報をಘていましたが、าいている人はෆ安がっていました。それに道࿏Ԋいにτ
イレがないこともؾになりました。ऄのྻのコンϏニをআけば、たまたま通りかかった
ެԂにτイレがあるくらい。特にঁ性は大มそうでした。

　それから、ϋイώーϧ、ϒーツのままาいて、をひきずってาいているঁ性が意֎と
ଟいことにもؾがきました。ීஈからาきやすいۺを༻意しておいた΄うがいいですね。
そしてา道のない道が૿えてくると、道のどちらଆをาいたらいいか分からない人がଟい
こともؾになりました。また、ձ͙ࣾるみでาいてؼっているグϧーϓをいくつか見まし
たが、ちゃくちゃりながらา道一ഋになってาいているूஂも。前からも人はาいて
きますし、ޙろからもาくペースのૣい人もいます。ඇৗにअຐでした。

　どうにかこうにか、ࢲが自宅にணいたのは、ਂ
2 時位。

　このݧܦを܇ڭに、ࢲのܦӦするձࣾでは「
を置いておく」「ඃ災しۺ場にาきやすいࣄ
た場合にはࣄ場にཹまる」ʜこの 2 を守る
ように指ࣔを出しました。

平成 23 年 3 月東ຊ大災
平成 23 年（2011 年）3 月 11 　14 時 46 分地発生

ݯɿࡾԭ　Ϛグニνϡード :9.0
889ɿ15ऀࢮ ໊ ෛইऀ :6152 ໊

（警庁ެ表 平成 2� 年 1 月 9 時）

エϐιードにؔするσーλ

（ਆಸ川ݝԣ市 50代 உ性）

episode
エピソード ࣄόϥϯε͕େݐ （県౦দౡ市 �0代 男性ٶ）

※அ・ิڧについては、報Φンライン（らしのお立ち情報）「自宅やपғにある建は大ৎ夫？住宅・建
ஙのԽのススϝ」
http://www.gov-online.go.jp/useful/artiDle/201402/3.html を参照

　現行の基४がಋೖされたত 56 年Ҏ前の建は、地によるڧい༳れにऑく、
平成 � 年のࡕਆ・୶࿏大災では、ত 56 年Ҏ前の建に大きなඃ害が発生している。

　のट都下地ٸۓ対ࡦਪਐ基ຊ計画では、建のԽを 100ˋにした場合、٘ਜ਼ऀが
̕割ݮগし、ࡁܦඃ害も 5 割ݮগするというࢉࢼもされており、2 つのh あらΏる対ࡦの大前ఏʱの
一つは「Խ」であるとしている。

　自分や家の命を守るために、ত 56 年Ҏ前に
建てられた家に住んでいる人は、ઐ家のஅ
をਐんでडけてみよう。அやվमにかか
るඅ༻ෛ୲をܰくして住宅・建ஙのԽをଅਐ
すべく、国や地方ެஂڞ体（都道ݝまたは市区町村）
により「ิॿ」「੫制」「༥ࢿ」にؔするࢧԉϝニϡー
が༻意されているので׆༻しよう。

Αう͘͠ڧલʹՈをࣄ

100％

90％

80％

70％

60％

50％

40％

30％

20％

10％

0％

建築年別の被害状況（建築物）

昭和56年以前

軽微・無被害

軽微・無被害

中・小破

中・小破大破以上

大破以上

昭和57年以降

େͰも、͋ わててؼΒͳい

Do!
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になってʜ
地発生
時ؒޙൃੜ

͋なた、会ࣾһɻ�औҾઌでのஊをऴ͑、会ࣾにったɻ

T*.E

ࣾ内に、ਫなͲの
備͋る？
ࣾ内に、ਫなͲの
備͋る？

Ӻかう్த、
ԕくでԎが

্がっているのが͑ݟたɻ
͜のままาきଓける？

Ӻかう్த、
ԕくでԎが

্がっているのが͑ݟたɻ
͜のままาきଓける？

Ոͱ࿈བྷ
ͱΕた？

Ոͱ࿈བྷ
ͱΕた？

備をみんなで分け合いながら
一を過ごした

ࣾһ分の備がࣾにある

ࣾに備は無い
近くのコンϏニのもചり切れてしまった

立っていられない΄どの༳れをײじた
ࣄの下にも͙り、自分は何とか無ص

家の無ࣄが確認できたので、
ձࣾにることをܾめた

家と࿈བྷがつかない
家の安൱が৺になり、
自宅ؼることをܾめた

水もҿめず、
ෆ安な一を過ごした

人のに押され、
Ҿきฦすのにۤ࿑した

Ր災が発生すると
道࿏もӨڹをडけるとஅし、
ձࣾҾきฦした

出དྷるだけૣくؼりたいと思い、
そのままาき続けた

าき続けていたら
Ր災にרき込まれてしまった

͋ͳたͳΒ、Ͳ͏するʁ

͋ͳたにग़དྷる͜ͱԿͰすかʁ （࣍ϖージ）

のձࣾは東京にあるஙࢲ　 33 年のϏϧの 5 ֊。地のॠؒは、地そのものの恐ාと、Ϗϧのෆ安、2 つの恐ාがあ
りました。
　ਿ並区にあるզが家には、࠺、そして 3 。ろうと思いましたが、その時ですؼがいるので、าいてڙࢠと生まれたばかりのࡀ
大ࡕから出ு中の༑人から「今൩ധめてくれ」とి話がೖりました。
宅をあきらめ、༑人のため、コンϏニにങい出しに行きました。近くのؼはࢲ　
通りは、าいて家を目指す人でごったฦし、10人に 1人位は防災ずきんにϦϡッΫ。
その備えのྑさにײ৺してしまいました。
　そのݝۄ࡛、ޙに住Ή༑人からも「ധめてくれ」とి話があり、災のをஉ
3 人で໌かすことになりました。
そうそう、ޙޕ 5 時ࠒങい出しに֎に出たら、าいている人が「˓˓で、ނࣄがあっ
たらしいぞ」と話し合っていました。ਖ਼確な情報も、ෆਖ਼確なこともؚめて、Ϋ
νコϛのૣさにײ৺。またి話がつながりにくい中、災とؔのない地方には
す͙にܨがったので、ԕくに住Ή人に自分の安൱をえ、そこに࠺がి話するʜ
など、「ԕくに住Ή人をհして安൱確認をするのも༗ޮだなあ」とײじました。

一日前プロジェクト　エピソード（平成2�年�月౦日ຊେࡂ）より

FQJTPEFエピソード ԕ͘にॅΉୈऀࡾをհ͠てՈの҆൱֬ೝを
（౦ژਿฒ۠ 40代 男性）
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※ट都下地については、中央防災ձٞ ट都下地対ݕࡦ౼ϫーΩンググϧーϓ「ट都下地のඃ害定と対ࡦについ
て（࠷ऴ報ࠂ）」
http://www.bousai.go.jp/jishin/sZuto/taisaku@wg/pdf/sZuto@wg@report.pdf を参照。

「ࠂऴ報࠷　ձٞڠࡦ難ऀ等対ࠔ宅ؼट都下地」等については、ֳࡦ難ऀ対ࠔ宅ؼ※
http://www.bousai.go.jp/jishin/sZuto/kitaku/pdf/saishu02.pdf を参照。

　ट都下地が発生した場合、+R ѱの場࠷、మ・地下మはӡ行をఀ止しࢲ・དྷઢࡏ
合には、東京都市ݍでは 640 ສ人ʙ 800 ສ人のؼ宅ࠔ難ऀが発生すると見込まれ

ている。これらの人が一੪にؼ宅しようとすると、道࿏やา道がଟくの人でຒまり、ٹॿ・׆ٸٹ動、
ফՐ׆動、ٸۓ༌ૹ׆動等のԠ׆ٸ動にࢧোをきたすことが考えられる。

　また、地発生ޙから、Ր災が࿈続・同時にଟ発し、状号ઢからീ号ઢのؒをはじめとして
木住宅ີू市֗地ががっている地区を中৺に、大規なԆমՐ災が発生する。地発生がౙの༦
方（෩ 8 ϝーτϧ）の場合、Ր災によるমࣦは 41 ສ 2 千౩にの΅るとの݁ࢉࢼՌもある。

　このため、や自࣏体の地対ࡦでは、「ΉやみにҠ動を։࢝しない」という基ຊݪଇをଧち出
している。

　都৺に通ۈ・通学している人は、ձࣾなどにػするࡍにඞཁな水・食ྉ・ໟなどを४備しておき、
ి話がなどにより家と࿈བྷが取れなくなるࣄଶに備え、ܞଳి話災害༻言൘や災害༻言ダ
イϠϧ 1�1、ιーシャϧ・ωッτϫーΩング・αーϏスなどのෳの安൱確認खஈをར༻することを
あらかじめ家とܾめておこう。

地の࣌ɺΉΈʹҠಈを։࢝͠ͳい

ਫがͣ͑ɺ͓ ϥοϓʹࡼ

ޙのうちは地ࢲ　 92 時ؒ、3 ͙らい水が出なかったのね。τイレは
す͙近くのපӃですませました。පӃは自家発ిで大ৎ夫だったから。

　水がなくて一൪ࠔるのは、何でもચうことができないということなんです
よね。で、ΞτドΞでやったのを思い出して、ご飯を食べるときもコーώー
をҿΉときもラッϓをෑいていました。

　༑ୡがଟいものだから、食べるがないだろうからって、ಲの֯ࣽだのい
ろいろと࣋ってきてくれるのです。ああいうのって༉っΆいから、ચうのは
大มですよね。だけど、ラッϓをෑくやり方だと、Ԛれたらラッϓさえ取り
ସえればいいΘけです。水が出るまでのؒ、ずっとそうやっていました。

平成 15 年 � 月ٶݝ෦をݯとする地
平成 15 年（2003 年）� 月 26  0 時 13 分ࠒ

ݯɿٶݝ෦　Ϛグニνϡードɿ5.6
ɿ0ऀࢮ ໊　ෛইऀɿ6�� ໊

エϐιードにؔするσーλ

（市 �0代 உ性ר石ݝٶ）

αόΠόϧੜ׆զ͕ՈͰ

一日前プロジェクト　エピソード（平成2�年�月౦日ຊେࡂ）より

episode
エピソード 難ऀड͚ೖれのෆ҆ ～டংਖ਼͘͠行動ࠔؼ

する日ຊਓの࢟をݟた～ （౦ژ๛ౡ۠ �0代 男性）

　地発生ޙにାӺの近くを通ると、ઘから水が湧き出
すように人がᷓれているのを目にしました。やがてその
人々の一෦は、զ々の大学でडけೖれることになります。
そのࡍにײじたのは、らない人たちをडけೖれること
の恐ාײでした。࣮ࡍにؼ宅ࠔ難ऀをडけೖれてからは対
Ԡにඞࢮでしたが、ޙにࢲの৺は取りӽしۤ࿑だったこ
とが分かりました。
　τーλϧでおに͗り 2600 水、ݸ 3000 ຊ、ΫッΩーな
ど 1500 ାをりましたが、ୣ い合いもτラϒϧも起こらず、

ෆຬを言う人もいませんでした。あれだけの人をडけೖれ
たのに、౪難もഁଛもԚଛもない。டংਖ਼しく、पりの人々
にྀをするຊ人の姿はඒしく立にײじました。
を何通かいただきました。おྱを言Θࢴのखँײ、ޙ　
れるためにしたΘけではありませんが、ਖ਼خしかったで
すね。今ճは様々なۮવがॏなって্खく対Ԡできました
が、࣍はどうなるか分かりません。インϑラが切அされた
ら、または一൩ではなくೋ൩、ࡾ൩と続いたら、そう考え
ての対Ԡも今ޙ、考えなくてはいけないのかもしれません。

Do!
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ޙ
地発生
時ؒޙൃੜ

͋ͳたにग़དྷる͜ͱԿͰすかʁ （࣍ϖージ）

͋なた、ࣗ でඃࡂしたɻいେきなඃなく、ย��ͮけΕੜ׆できͦうɻ

ॴはありとあらΏるものがれてきࣄ。中に地が発生ࣄ　
ましたが、けが人もなく、全һ無ࣄでした。
　そのޙ、֎に出ていたࣾһの安全と田舎の྆に無ࣄなことを報
いにもλイϛングがྑかったのか、ϝーϧで࿈བྷをとること、ࠂ
ができて一安৺。
　そのޙは一人らしのྈにりましたが、ϝνャϝνャな状ଶʜ。
一人らしのྈ住まいのため、ීஈは自ਬを全くせず、ຖの食ࣄ
は֎食とコンϏニでྫྷଂݿの中はΧラ状ଶがたり前でした。
　田舎の྆にࢿの発ૹをおئいしようとしましたが、災発生
ޙは、宅ศも動かなかったためࢧԉࢿもಧかず、スーパーも
コンϏニもダϝʜ。大มな思いをしました。
　今ճの災で食ྉの大切さをײじました。
　もし一前にれるなら、٧؈等の食ྉをങっていたと思います。

T*.E

一日前プロジェクト　エピソード（平成2�年�月౦日ຊେࡂ）より

episode
エピソード උ͑のͳい一ਓΒ͠をল

Χηοτίϯϩͱ
ΧηοτΨεが͋る？
Χηοτίϯϩͱ
ΧηοτΨεが͋る？

近ॴのコンϏニやスーパーをまΘり、
水や食ࡐをങおうとした

地でిؾ、Ψス、
水道のライϑラインが
止まってしまった

͙̏Βいの
ҿྉਫのങいஔきや
ྫྷଂݿなͲに
৯ࡐが͋る？

͙̏Βいの
ҿྉਫのങいஔきや
ྫྷଂݿなͲに
৯ࡐが͋る？

大ࣄに水をい、
Χηッτコンロでௐཧして、
Թかい食ࣄをとることができた

ある

ない

̏分͙らいの水や食ࡐはある

水のങい置きはなく、
食ࡐも΄とんどない

Րを通さなくていいものを、
何とか食べることはできた

近ॴでのڅ水や避難ॴでの
څが࢝まるまで、
食べやҿみにۤ࿑した

どこもചり切れで、్ 方にれた

一日前プロジェクト　エピソード（平成2�年�月౦日ຊେࡂ）より

　田舎の྆にࢿの発ૹをおئいしようとしましたが、災発生
ޙは、宅ศも動かなかったためࢧԉࢿもಧかず、スーパーも

　もし一前にれるなら、٧؈等の食ྉをങっていたと思います。

（۠ �0代 男性 ձࣾ員ٶ県ઋ市ٶ）

͋ͳたͳΒ、Ͳ͏するʁ
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※ट都下地にؔする地対ࡦについては、中央防災ձٞ ट都下地対ݕࡦ౼ϫーΩンググϧーϓ「ट都下地のඃ害
定と対ࡦについて（࠷ऴ報ࠂ）」
http://www.bousai.go.jp/jishin/sZuto/taisaku@wg/pdf/sZuto@wg@report.pdf を参照。

※家ఉにおける食ྉの備については、ྛ水࢈省「ٸۓ時に備えた家ఉ༻食ྉ備Ψイド」
http://www.ma⒎.go.jp/j/press/kanbo/anpo/pdf/140205-02.pdf を参照。

　大地発生ޙにଟの避難ऀが避難ॴに٧めかけると、避難ॴのػが下してྼ
ѱなڥになったり、すべての人がೖれないࣄଶも起こりうる。できるだけ自宅で生

。を続けられるよう、水・食ྉ等の備をしておこう׆

　大地により道࿏・మ道などがඃ災すると、流ػがఀ止・ຑᙺするため、生׆ࢿがෆする
ことが༧される。֤家ఉやۀا等におけるʰ࠷ 3 ؒ、ਪ 1 िؒʱ分の水・食ྉ等の備は、
災害ඃ害をܰݮする「自ॿ」、「ڞॿ」の基ຊであることをれないでおこう。

　備といっても防災のために特別なものを༻意するのではなく、ීஈの生׆の中で、ຯݶظが
いレτϧτ食やτイレッτペーパー、生ཧ༻などを、গしଟめにങい置きし、ݹいからうラ
ンニングスτッΫ方ࣜで備えればそれ΄どෛ୲にならないはずである。ただし、高ྸऀ、ೕ༮ࣇ、ຫ
性࣬ױの方、հޢをཁする方、食ΞレϧΪーの方のための食ྉは、別్४備しよう。

　地ޙは、ిؾやΨスのڅڙがスτッϓすることもଟい。ΧηッτコンロやΧηッτϘンϕは、
ݯとして、食をԹめたり、؆୯なௐཧをしたりするのにඞཁであるため、れずに備えておこう。
ΧηッτϘンϕ 1 ຊで 1.5Ὑのお౬を 10 ճ࡞ることがՄである。

ॳΈΜͳʮ఼͓༷͔͓ඣ༷ʯͷආॴ࠷

　避難ॴにདྷたօさんは、࠷ॳはお఼様かおඣ様みたいに、じっと࠲ってい
るだけなんですよ。ࢲたち小学ߍ区のһが対ԠにΘれているときも。同
じඃ災ऀなのにね。 

　そこで、「ؾݩな方はどうぞ、一緒におに͗りをѲってください」、「おถ
を͙ݚのをखってください」とおئいしたら、एい人もお年寄りもզにฦっ
たように、「それなら」と࣋ؾちよくਬき出しのखいをしてくれました。 

　あれから、避難ॴにいる人たちの࣋ؾちがひとつになったようなؾがしま
す。だから、避難されてきた方々をお٬様みたいにさせない方ࡦ、例えばඞ
ཁな割ごとにあらかじめνームを࡞っておいて、どこに何人置するかを
ܾめておく。避難ऀにもۀ࡞をおئいするということも考えておくことがඞ
ཁじゃないかと思います。

平成 1� 年 3 月Ԭݝ方ԭをݯとする地
平成 1� 年（2005 年）3 月 20 　10 時 53 分地発生

ݯɿԬݝ方ԭ　Ϛグニνϡードɿ�.0
ɿ1ऀࢮ ໊　ෛইऀɿ108� ໊

エϐιードにؔするσーλ

（ԬݝԬ市 60代 உ性）

ਫɾ৯ྉのඋを͠Αう

の家は、おさんがઅ家だったのか、もともとお෩࿊ࢲ　
の水をચ୕にっていました。みんなτイレの水がなくて、
っていたと思うんですけれども、うちはその水があったかࠔ
らτイレを流すのは、分はそれでまかなえました。
　それから、食ྉがී通にങい置きしてあったんだと思うん
ですけれども、๛にあったので、食べにはࠔりませんで

した。
　たぶん、ී通の生׆の中でઅをしながら、何かあったと
きのためにもなるという考えを࣋ってやってくれていたんだ
ろうと思います。やっͺり、おさんはҒいなって思います
ね。ࢲも、いつもおさんをみならって、໌ 地が起きても、
何とかなる͙らいの४備はしているつもりです。

一日前プロジェクト　エピソード（平成7年ࡕਆ・୶࿏େࡂ）より

episode
エピソード にֶΜͰ、にඋ͑～͓෩࿊にਫため、৯ྉ

もങいஔ͖～ （ฌݿ県ਆށ市 �0代 ঁ性）

避難ॴͰ、ΈΜͳͰ͠ྗڠΑ͏

Do!
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地発生
時ؒޙ

地発生ޙ
ਬき出しを続けていくとʜ地発ੜ

͋ͳͨɺொ内ձͷһɻ地ͷޙɺආॴͷӡӦΛख͏͜ͱʹ  ͳ͍ͬͯΔɻ
T*.E

༳れがऩまるとす͙に、
避難ॴとなる
小学ߍۦけつけた

定ظ的に࣮ࢪしていたので、
、࿅のखॱどおり܇
ਬき出しの४備を࢝めた

һでਬき出しを
しようとしたが、
ॳめてのことで
४備にखؒ取り、混ཚした

ࠒの町ձ׆動で
、見りの人たちにをかけإ
൝分けをし、ਬき出しۀ࡞
ՃΘってもらった

避難ॴにいる人たちによる
自࣏ձも࡞られ、状況にԠじて
対Ԡをมえていき、෮ڵに向けた
話し合いももたれるようになった

ॳめてਬき出しをする
人ばかりでखࡍがѱく、
大มな思いをしたが、ਬき出しを続けられた

ձࣾに行く人や、Ҿくਬき出しで
体ௐを崩す人が現れ、һだけでは
ਬき出しを続けられなくなった

һの割だからと、もかけず、
自分たちだけで、ਬき出しを続けた

をかけたら、
人がԠじてくれた

͋ͳたͳΒ、Ͳ͏するʁ

͋ͳたにग़དྷる͜ͱԿͰすかʁ （࣍ϖージ）

町内会で
避難所開設訓練を
実施していた？

町内会で
避難所開設訓練を
実施していた？

ようやく炊き出しの
準備ができたが、
人手が足りない

集まった人に声をかける？

ようやく炊き出しの
準備ができたが、
人手が足りない

集まった人に声をかける？

　避難ॴではなるべく割分୲をし、「˓˓」と৬をつけ、その割を໌確にしました。例えばࢧԉࢿがಧいたとき
などに、だれがडけ取るかはॏ大なです。あらかじめܾめておかないと、ޙ々、だれがडけ取ったのか、どこに置い
たのか、ऀはだれかといった話になりがちなのです。スペースを࡞るためにだれかがものをҠ動したりすることもし
ばしばありますから、ՙのཧはॏཁです。特にৗ生׆とはҧい、ඇৗ時のときはצҧいも起きやすい。そうならな
いために「डけೖれ」をܾめておくのです。こうすればۀ࡞はスムーζだし、ࢿ
のཧもしやすく、ಧけるଆも安৺です。こうして小さな割でも「」にするのは、
避難ॴӡӦの一つのコツだと思います。
たちの避難ॴではこうした割の΄か、ॱংなども大切にしました。避難して̍ࢲ　
か月くらいしたころ、ચ୕ػがڅࢧされたのですが、これもうॱ൪をきちんとܾめ
てৡり合っていました。
　おかげで大きなτラϒϧもなく、避難生׆をૹることができました。
　よくϧーϧづくりが؊৺だと言Θれますが、を໌確にすることも大ม大ࣄです。
ஂ体生׆のӡӦをスムーζにしていくコツがここにあると思います。

一日前プロジェクト　エピソード（平成2�年�月౦日ຊେࡂ）より

FQJTPEFエピソード ҙ֎ͳ΄Ͳもの͏ݴ避難ॴのʮݞॻ͖ʯ
（ౡ県৽ொ �0代 男性）

○○係

受け
入れ係
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※避難ॴの自主的なӡӦについては、ֳ「避難ॴにおけるྑな生ڥ׆の確อにؔするݕ౼ձ 報ࠂॻ」
http://www.bousai.go.jp/taisaku/hinanjo/h24@kentoukai/pdf/kentoukai@houkoku.pdf を参照。

※ਬき出し܇࿅など避難ॴӡӦにؔするઌਐࣄ例は、ֳ「みんなで防災のページ　防災まちづくり׆動の分類」
http://www.bousai.go.jp/kZoiku/minna/maDhidukuri/matidukuri/jirei/bunrui3.htm を参照。

※地区防災計画については、ֳ「みんなでつくる 地区防災計画」
http://www.Dhikubousai.go.jp/　を参照。

　大規災害時には、地域住民や避難してきた人たちによる自主的な避難ॴӡӦがٻ
められる。平時に地ݩ主体のӡӦ組৫を݁成し、ࠒの防災܇࿅やਬき出し܇࿅など

を通じて、避難ॴࢪ設のい方を体ݧしている自࣏体もある。
　避難ॴではҎ下のことに注意しながら過ごそう。

˓ਬࣄやਗ਼などの割を分୲するなどして、一෦の人に過度なෛ୲がかからないようにしよう。
˓食ྉのڅなどのࡍには、ԕྀせずにをֻけ合い、ྗを合Θせよう。
˓ঁ性や高ྸऀが過ごしやすいڥをえよう。
˓ඃ災状況やインϑラ෮چ情報をホϫイτϘードにॻき出すなど、情報のڞ༗Խをਤろう。

　東ຊ大災において、自ॿ、ڞॿٴͼެॿが合Θさってॳめて大規域災害ޙの災害対ࡦがػ
することがڧく認ࣝされたため、災害対ࡦ基ຊ法のվਖ਼により、市町村の一定の地区のډ住ऀな
どが行う自発的な防災׆動にؔする地区防災計画制度が新たに設され、町ձなどが主体となって
地区防災計画のࡦ定を目指すことがՄとなった。

͔ࠒΒ地ݩओମのආॴӡӦ৫を݁͠ɺ܇࿅を

　学ߍに行ったら、ڙࢠたちがઌしてϋンゴを出したり、
をׯしたりしていました。大人の方もखっていましたけ
れど、確か、そのय़にଔۀしたばかりのڙࢠたちが中৺になっ
ていたと思います。 
のߍॳの͙̏ؒらいは、とかϚッτをෑいて、小学࠷　
どもձでࢠ、ಊに避難してきた人たちを৸かせたのですがߨ
年に 1 ճ、ߍఉでΩャンϓをしているので、ߨಊのどこに

何がしまってあるのか、ڙࢠたちは全෦っているんですね。
　避難ॴになっている小学ߍのྡはফ防ॺでしΐう。פいか
らと言ってফ防ॺの方も一緒にたきՐをしようということに
なりました。ڙࢠたちはߍఉΩャンϓでόーϕΩϡーをした
、でՐをたこう、お౬をかそう؈があるから、ドラムݧܦ
という時に自વにできたのです。

一日前プロジェクト　エピソード（平成17年�月ԬݝํԭΛݯͱ͢Δ）より

episode
エピソード 避難ॴのϦーμー͞Μதֶੜ

ੜかす～ɹɹ（Ԭ県Ԭ市 �0代 男性）ݧܦఉΩϟϯプのߍ～

Do!

23 24



̒ͷͨͪが̍ੜΛ༠ಋ
ʙٛͷ༑ୡ͓ΜͿͯ͠ʙ
　༑ୡの家でήームをして༡んでいる時に地が起きました。΅くらがいたのは̏֊の෦屋でし
たが、̎ ֊に下りてから、̎ ֊で༡んでいた༑ୡのఋ（小学̍ߍ年生）たちに「こっちདྷいʂ」
と言って、ຊ୨とかれてくるものがないところにूまって、༳れがおさまるのをちました。
みんなで 15 人͙らいはいたと思います。

　避難をしようとする時に、̍年生のࢠたちは避難場ॴとかが分かっていなかったので、̒年生
の΅くたちが̍年生たちを༠ಋするみたいなײじで、避難場ॴの小学ߍまで࿈れて行きました。

　それから、༑ୡの中にٛのࢠがいて、あまりૣくれなくてれてしまうので、ؒでその
。をおんぶして逃げましたࢠ

　̍年生たちは、おͼえていたというか、しゃべれないというか、意֎に੩かだったのを֮えて
います。

佂石市 災時小学̒ݝखؠ） 年 உࢠ）

平成 23 年 3 月東ຊ大災
平成 23 年（2011 年）3 月 11 　14 時 46 分地発生

ݯɿࡾԭ　Ϛグニνϡード :9.0
889ɿ15ऀࢮ ໊　ෛইऀɿ6152 ໊

（警庁ެ表 平成 2� 年 1 月 9 時）

エϐιードにؔするσーλ

ւのۙ Ͱ͘άϥϦʂす͙ ಀ Α͛͏
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が押し寄せてきてʜ地発ੜ

͋ͳたͳΒ、Ͳ͏ するʁ

͋ͳたにग़དྷる͜ͱԿͰすかʁ （࣍ϖージ）

͋ͳͨɺখֶੜɻ ւลʹ͋Δ༑ୡͷՈͰ༡ΜͰ͍Δɻ

　学ߍから家にؼってテレϏを؍ていたら、地がདྷました。家にい
たのは、ばあちゃんとࢲのೋ人だけでした。
　家のؔݰのドΞがなかなか։かなくてࠔったけど、思いっきりྗを
ೖれたらΨラッと戸が։いたので、ばあちゃんと一緒に避難しました。
　ばあちゃんは「逃げなくていいよ」と言ったけれど、ࢲは「逃げなきゃ
だめだ」と思いました。どうしてかというと、小さいころから、に「こ
こはւに近いから、ੲもがいっͺいདྷたんだよ」と、ϧαイ΄
ど言Θれていたからです。
　そののは、さんもさんも、どこにいるのか、生きているの
かさえ分からずに、「家がなくなっちゃたら、どうしよう」とか考え
たりしていて、あまりれませんでした。

T*.E

一日前プロジェクト　エピソード（平成2�年�月౦日ຊେࡂ）より

episode
エピソード ͋ͪΌΜʮಀ͛ͳ͘ていいΑʯ、

ʮͰもಀ͛ͳͪ͘Όʯͱྗೖれށを։͚る

防災ແઢͷ
εϐʔΧʔ͔Β

ʮがདྷ·すʯͱͷ
Ξφϯεがฉ͖͑ͯͨ͜

す͙ʹආすΔʁ

防災ແઢͷ
εϐʔΧʔ͔Β

ʮがདྷ·すʯͱͷ
Ξφϯεがฉ͖͑ͯͨ͜

す͙ʹආすΔʁ

ͷ֎Ͱߍֶ
地ʹૺ۰ͨ͠ࡍͷ

ආॴΛ
͍ͬͯΔʁ

ͷ֎Ͱߍֶ
地ʹૺ۰ͨ͠ࡍͷ

ආॴΛ
͍ͬͯΔʁ

Ͱߍֶ
ʮւͱࢁʹ͔͜·れͨ˔˔ࢢ

ڕ͍͍͓͠
ͨ͘͞ΜͱれΔけͲɺ
がདྷΔʯͱ͍͏

防災ڭҭΛडけ͍ͯ ʁͨ

Ͱߍֶ
ʮւͱࢁʹ͔͜·れͨ˔˔ࢢ

ڕ͍͍͓͠
ͨ͘͞ΜͱれΔけͲɺ
がདྷΔʯͱ͍͏

防災ڭҭΛडけ͍ͯ ʁͨ
っていたので、
避難場ॴにいちૣく
避難することができた

らなかったので
時ؒはかかったが、
पりの人と一緒に、
避難場ॴ行くことができた

、にグラϦときてٸ
第に༳れが大きくなってきた࣍

ຊ୨とかれてくるものが
ないところにूまって、
༳れがऩまるのをった

あΘてて避難を࢝めたが、
避難場ॴも分からず、
近くのϏϧの屋্に避難した

過去にがདྷたことを
、Θっていたのでڭ
とにかく避難することにした

について何も
、Θっていなかったのでڭ
危険とはらず、そのまま
ւの近くの家にいた

大ৎ夫だろうと思って
家にとどまっていたら、
が押し寄せてきた

（ࢠঁ খֶ̐࣌ख県佂ੴ市 災ؠ）
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エϐιードにؔするσーλ

༧͠ͳ͔ͬͨڊେͳ
ʙຖ͍ͨͯݟ൘Ͱ໋ॿ͔Δʙ
の住Ή地域では、地やのՄ性はૣくから指ఠされていました。でもまさかあんࢲ　
なにも大きな規のがདྷるとは思ってもいませんでした。ສ一がདྷてもఉઌくらい
かなあというײじ。だからւลのらしを大いにָしんでいたんです。新地のւลはຊに
すがすがしくていいところ。大きな場ॴでした。

　地域のిபに、避難場ॴであるコϛϡニテΟηンλー（コϛηン）の場ॴがҹでࣔされ
るようになったのは災の̏、̐か月前だったと思います。ຖ見るこの൘のおかげで、
いつしかコϛηンの場ॴをهԱしていました。災はこのコϛηンに向かってඞࢮで逃
げました。どこに逃げればいいか、っていたからΘなかった。ॿかったのはあの൘の
おかげとも思っています。

　コϛηンにணいてからもしばらくは༨にえていました。そして「家がつぶされるーʂ」
という夫のڣͼを聞き、あΘてて֎に出たんです。するとԊ؛෦のদྛの্まで、ਅっࠇ
なが্がっていました。はみるみる家や車をҿみ込んで、そこまではདྷないだろうとࢲ
たちが一つの目安にしていた国道̒号ઢをもܰ々とӽえました。

　ຊにාかった。でも、命があってຊによかったです。

平成 23 年 3 月東ຊ大災
平成 23 年（2011 年）3 月 11 　14 時 46 分地発生

ݯɿࡾԭ　Ϛグニνϡード :9.0
889ɿ15ऀࢮ ໊ ෛইऀ :6152 ໊

（警庁ެ表 平成 2� 年 1 月 9 時）　

（ౡݝ新地町 60代 ঁ性）

　༳れが止まるのをって、ஃをยづけたり、のࣸਅ
が落ちたのでそれをλンスの中にೖれたりしていましたが、
あまりにも家の前の国道をみなさんが逃げて行くので、ۈ
໌けで家にいたଉࢠが「ちΐっと防災ηンλーを見てくる」
と言って出かけて、ってくるなり「だʂ」とڣͼました。
　もとを見たらすごい水がきていて、ؾがついたらもう水
の্ってײじで、とଉࢠ、うちの̎֊に逃げてきたຓ夫
婦とࢲの̑人が家ごと流されてしまったのです。
　ϝϦϝϦόϦόϦόϦόϦっと家がյれる音の中、車が
ώϡッとඈんで向かいの山にぶつかるのを見たりしながら
の流れに΄んろうされていました。いったん流れが止まり、

家が止まったんですが、今度はҾきで家がճసし、όϦό
ϦとこΘれながらւの方にҾかれていきました。
　その࣍、ޙのがきた時にそのままޙろ向きでの方に
流され、おࣉのす͙前のところで何かにҾっかかって止まり
ました。自Ӵୂにٹॿされたのは 13 のேでした。
はいつも防災Ϛッϓを意ࣝしていました。うちのลりはࢲ　
が川のఅ防をえた場合の౸ୡだったので、ϐνャϐ
νャという状ଶを૾していて、̏ϝーλーのと報道さ
れた時にもせっͺ٧まった状ଶとは思Θず、安৺していまし
た。それが家ごと流されるなんてね。૾もつかないことが
起こりました。

一日前プロジェクト　エピソード（平成2�年̏月౦日ຊେࡂ）より

episode
エピソード ྲྀ͞れたՈのதͰࢮに一ੜ～災Ϛοプ

Ͳ͓Γにདྷͳかった～ ̑ ख県佂ੴԾઃஂؠ） ̌代 ঁ性）

「ˎ平成 23 年東ຊ大災における避難行動等にؔする面ௐࠪ」自༝ճよりൈਮ
http://www.bousai.go.jp/kaigirep/Dhousakai/tohokukZokun/�/pdf/1.pdf

※佂石市の防災ڭҭの取組については、จ෦Պ学省 「防災ڭҭࢧԉਪਐϙーλϧ　防災ڭҭࢧԉਪਐϓログラムʗ成Ռ報
http://www.jishin.go.jp/main/bosai/kZoiku-shien/top.html「（等ࡐڭ）ͼ成Ռٴࠂ を参照。

　東ຊ大災でඃ災された人たちは、災ݧܦをܦてಘられた܇ڭやੈޙにえた
いこととして、Ҏ下のようにड़べている。

˓大きな༳れをײじたら、す͙に避難する。
˓ここならはདྷないだろうと思い込Ήのは危険である。
˓過去のݧܦがϚイφスにಇくことがあり、ݧܦにとらΘれないこともॏཁである。
˓警報が発表されたら、す͙に避難する。
˓高いところ逃げる。れをしても、絶対に取りにؼらない。
˓車で避難した時、ौやपりの状況がѲしにくい時には、車から降りて逃げろ。

　佂石市の小中学ߍでは、ࣇಐ・生ెにʰ自分の命は自分で守ることのできるνΧラʱをつけること
を目的とした防災ڭҭに取り組んでおり、東ຊ大災においても、ࣇಐがからいちૣく避
難したࣄ例が報道されている。
　東ຊ大災の場合には、ݯがԊ؛෦かられていたこともあり、地発生からが౸ୡする
までにൺֱ的時ؒがあったが、Ԋ؛෦で地が発生したࡍには、地発生ޙす͙にがऻདྷするՄ
性がある。ೆւτラϑڊ大地の場合には、Ԋ؛෦では地発生から 2 分ޙにが౸ୡするとさ
れる地域もある。ւ؛近で大きな༳れをײじたら、す͙に逃げよう。

େ͖ͳ༳Εをͨ͡ײΒɺ͢ ͙ʹආ͢る

避難ϧートを֮͑て͓͜͏

Do!
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が押し寄せてきてʜ地発ੜ
͋ͳͨɺւۙ͘؛ͷࣗʹ͍ͨɻ

T*.E

　ւԊいにあるۀړ組合のࣄॴで地にૺいました。̍֊はڕ
の水༲げ場、̎֊はࣄॴ。̏֊がற車場です。̏֊にはいに
も水がདྷなかったため、一時ظ千人の人が避難してきました。あ
るࢠが、ී通なら、山に向かって逃げるところをとっさのஅ
でւに向かって逃げてきて、このற車場にたどりணいてॿかりま
した。山に向かって避難していたら、もしかしたらにのまれ
ていたかもしれません。΄んとに危ػ一でした。
　自宅も、山の্でしたので無ࣄでしたが、࠺の྆の安൱確認
をとることができませんでした。ཌから確認ۀ࡞をするのに、
高にあるզが家からは、どうしても車をΘなくてはなりませ
んが、ΨιϦンߪೖに何と̏、̐時ؒ並ぶという状況でした。
　これまで住まいも৬場も高でしたので、に対しても安৺という࣋ؾちがどこかにありました。でも今ճのような
定֎のがདྷたら、安全はอোされません。これからは、৬場でも家ఉでもあらΏることを定しての避難܇࿅がඞཁだ
と思いました。それと山に向かΘずւに向かって避難して難を逃れたࢠのように、ػసをརかせてྫྷ੩な行動がとれるよ
うにごろから܇࿅したいものです。

一日前プロジェクト　エピソード（平成2�年̏月౦日ຊେࡂ）より

episode
エピソード ւԊいのߴいݐに避難

～ྫྷ੩ͳஅͰ命助かる～

ආॴͷ൘Λ
ͱが͋Δʁͨ͜ݟ
ආॴͷ൘Λ
ͱが͋Δʁͨ͜ݟ

ආॴʹ
行ͬͨ͜ͱが͋Δ ʁ͔

ආॴʹ
行ͬͨ͜ͱが͋Δ ʁ͔

に避難場ॴࡍ࿅に参Ճした܇
行ったことがあったので、
避難場ॴにૣくたどりணき、
無ࣄだった

かろうじて高い場ॴ避難し
ॿかったが、屋֎であったため、
とてもפい思いをした

ϲ月前に、避難場ॴの
൘が取りけられた

ܹしい༳れをײじ、
がདྷると思い、す͙に
避難することにした

൘を見ていたので、
避難場ॴがあることはっている

൘をؾにもཹめていなかったので、
避難場ॴをらない

行ったことがなかったので、
్中で道にってしまった　
時ؒはかかったが、避難場ॴにたどりணけた（ٶ県ؾઋপ市 40代 男性）

͋ͳたͳΒ、Ͳ͏ するʁ

͋ͳたにग़དྷる͜ͱԿͰすかʁ （࣍ϖージ）
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エϐιードにؔするσーλ

　地のときは、ձࣾにいました。自宅が川Ԋいにあった
ので家のことが৺で、̐Ωロの道を自స車でり自宅
にりました。طに家は避難したޙで、家にはだれもい
ませんでした。そうこうしているうちに、Րࣄと大ม
なことになり、ϕランダから屋ࠜと避難しました。屋ࠜ
の্から見えるޫܠは、人がったまま流される車や、家
がܹ流にのみ込まれて流されるという৴じ難いものでし
た。かといってॿけることもできずに、ただただ見過ごす
ことしかできませんでした。今でもڳがつぶれそうになり
ますし、年ؒはເでうなされました。

　ここももう危険だと思い、ちΐうどその場にいた̐人と
ॿけ合いながら、;だんならาいて 15 分͙らいのところ
を̍時ؒかけて中学ߍに避難しました。̏目に家の安
൱は確認できました。災̎前にたまたまがདྷたら
̎֊に逃げようと話合いをしたばっかりでしたが、今ճの
地はそんな避難ではବ目なことがΘかりました。
　「定֎」を考えて、ごろから家と話し合い、避難
場ॴをきちっとܾめておくことです。そして、Θずにそ
の避難場ॴを目指すことです。まずは自分自身の身を守る
ことです。

一日前プロジェクト　エピソード（平成2�年̏月౦日ຊେࡂ）より

episode
エピソード ࠜに避難͠ࢮに一ੜɹかったఆ

（ઋপ市 40代 男性ؾ県ٶ）

※ϋβードϚッϓについては、国土交通省　ϋβードϚッϓϙーλϧαイτ
http://disapotal.gsi.go.jp/indeY.html を参照。

　地が発生したࡍにඃ害が定されている市区町村では、ϋβードϚッϓが
されている。から逃げれないために、避難場ॴや避難Ϗϧ、危

険ݸॴ、その地のඪ高をࣔす様々なඪࣝを設置する市区町村も૿えている。自宅や通学࿏、通ۈϧー
τなどにඪࣝがあるか୳しておこう。

　ೆւτラϑڊ大地発生時に大きなの౸ୡが༧されている੩Ԭݝなどでは、避難λϫー
の建設や人高の命山（いのちやま）の成など、避難のためのϋード対ࡦがਐめられている。
自宅にいる時、通ۈ・通学్中、ۈઌにいる時など様々なシνϡエーシϣンຖに、避難場ॴや
ਁ水のՄ性がある道࿏を通らない避難ϧーτを家で一緒に考えておこう。

Ϛοϓඪࣝでಀ͛るॴを知っておこう

避難場ॴ 避難Ϗϧ 危険Օॴ

出యɿۀ࢈ࡁܦ省ϓレスϦϦース「国ࡍ規֨として認められた「のਤه号」を̟ ̨̞ Խ」（平成21年3月）

ආʹंΛ͏ͳͷҙຯɹौͰ࣮ײ

　地のときは、ձࣾ近くのற車場にいました。す͙にձࣾにると、
༗ઢ์ૹでは̒ϝーτϧのがདྷると、注意をݺͼかけています。そ
こで、ै っ。に避難するように指ࣔを出しましたߍઋপ小学ؾһにはۀ
たզ々はࣄॴの̏֊に্げられるوॏやॻ類などをできるだけ࣋ち
出したのでした。パιコンやॻ類を࣋ち出すのにおよそ 20 分かかりま
した。౸ୡまでが40分でしたから、ຊにΪϦΪϦのところでした。

　自動車をって避難しましたが、్中防災無ઢから「車はΘないで
ください」とさかんに์ૹが流れてきます。࣮は、あのとき、とっさに
はࢲ自身はどういう意ຯかがཧղできませんでした。でも、そのままਐ
Ήと道࿏がみるみるौしだしました。ઌ΄どの์ૹの意ຯがやっとཧ
ղできたのです。

、だったのでணくことができましたがڑ近ࢸいにも、避難場ॴは　
あのままӡస中にのඃ害にあったらと思うとゾッとします。

平成 23 年 3 月東ຊ大災
平成 23 年（2011 年）3 月 11 　14 時 46 分地発生

ݯɿࡾԭ　Ϛグニνϡード :9.0
889ɿ15ऀࢮ ໊ ෛইऀ :6152 ໊

（警庁ެ表 平成 2� 年 1 月 9 時）

（ઋপ市 50代 உ性ؾݝٶ）

ಀ͛る࣌にंわͳい

Do!
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が押し寄せてきてʜ地発ੜ
͋ͳͨɺւۙ͘؛ͷ৬Ͱಇ͍͍ͯͨɻ

T*.E

　その、ࢠどもが近くのグランドで෦׆をやっていましたので、そこま
でܴえに行こうと、車にඈͼりました。そのときはもうற車場のΞスϑΝ
ϧτにُ྾がೖっているし、ిபはれているし、道࿏からΨスはਧき্げ
ているといった、大มな状況でした。道࿏のਅん中をることができないの
で、า道に無ཧやりೖって通れたというような͙あいでした。
　やっͺり、ྡの家はちゃんと建っていても、ݹい家はݢ並み崩れるという
どもをせて自宅までる్中も、どこもかしこも、ిபࢠ。じでしたねײ
がれたり、ిઢが車にかかる͙らいにいたりしていて、そのあと通れな
くなった道もかなりありました。
　道࿏はौになって、家にؼるまでにだいぶۤ࿑しました。ࢠどもが৺で車にඈͼったΘけですが、地ޙのӡస
はかなり危険だったなと思います。

一日前プロジェクト　エピソード（平成1�年7月৽ׁݝ中ӽԭ）より

episode
エピソード ޙのंの運సっͺΓݥة 

～ฒΈ͘ずれたݢいՈݹ～

Ͱආ͍ٸ
͠ͳけれͳΒͳ͍ɽ
ආॴ·Ͱɺ

ंͰ行 ʁ͘

Ͱආ͍ٸ
͠ͳけれͳΒͳ͍ɽ
ආॴ·Ͱɺ

ंͰ行 ʁ͘

్தͰौʹ
ͨͬ·れͯ͠·ࠐ͖ר

͜ͷ··ंͰ
ආすΔʁ

్தͰौʹ
ͨͬ·れͯ͠·ࠐ͖ר

͜ͷ··ंͰ
ආすΔʁ

無ࣄに避難場ॴまでたどりついた。
ԕくで車が押し流されているのが見えた

όッΫϛラーを見ると、
い水にࠇ、方の車がޙ
押し流されていくのが見えた

、をしていたらࣄ
ܹしい༳れをײじた
とっさにॻ類で಄を෴った

ՙは࣋たず、ひたすら
避難場ॴまでった

道が細く、車だとौする
恐れがあると思い、
って避難することにܾめた

とにかくٸいだ方がྑいと思い、
車で避難することにܾめた

避難ॴまで、あとগしだし、
車をりࣺててしまうことに
߅があったので、そのまま車で向かった

このままでは避難場ॴに
たどりつけないと思い、車をりࣺて、
近の高い建を୳した

近くに̑ ֊建Ϛンシϣンを見つけ、
け্がったۦいでඇৗ֊ஈをٸ

（৽ׁ県ദ࡚市 �0 代 男性）

͋ͳたͳΒ、Ͳ͏ するʁ

͋ͳたにग़དྷる͜ͱԿͰすかʁ （࣍ϖージ）
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風
水
害

（
洪
水
、土
砂
災
害
）

　地ޙから、自࣏ձとして΄かのһとख分けをして
地域を見ճりました。ॳはそれ΄どの危ײػを࣋たずにい
ましたが、とにかく避難をଅすため̍ݢ̍ݢճりました。࠷
、に、がいるはずの自宅前にདྷたときです。ಥવޙ࠷のޙ
。がつきましたؾ大ながす͙そこにഭっていることにڊ
はあΘてて車を̪λーンさせ、にΘれながら逃げましࢲ
た。݁ہ、をॿけることはできませんでした。をࡴした
のは自分ではないか、という思いは、今も全にফすことは
できません。
　あの地をৼりฦると、ੲのをݧܦしていた人΄ど
く見ੵもっていたのではないでしΐうか。生前、もত

30 年のνϦ地を֮えており、はఉઌまでしかདྷ
ないと安৺していたようでした。ྡ家の夫婦も同じ。νϦ地
は、一度ைがҾいてからやってきたそうです。ைがҾ
いたւ؛には大ྔのڕがあがり、օがتぶ様ࢠを、この家の
人は時まだしかったΧϝラでࡱӨしていました。
　ைがҾくものと৴じてٙΘなかったたちは΄かにもた
くさんいたようです。中にはւをோめる様ࢠが目ܸされてい
た人もʜʜそしてؼら͵人にʜʜ。時ؒがるなら൴らを止
めたい。どうか警報が出たときは、ւを見に行かないで
ください。

一日前プロジェクト　エピソード（平成2�年�月౦日ຊେࡂ）より

episode
エピソード をݟに行͖、ؼΒ͵ਓに （ౡ県৽ொ �0 代 男性）

※東ຊ大災における避難の܇ڭについては、東地方ଠ平༸ԭ地を܇ڭとした地・対ࡦにؔするઐௐࠪձ 	 第
� ճձ合 
 ྉ「平成ࢿ 23 年東ຊ大災における避難行動等にؔする面ௐࠪ（住民）分ੳ݁Ռ」
http://www.bousai.go.jp/kaigirep/Dhousakai/tohokukZokun/�/pdf/1.pdf を参照。

※避難行動ཁࢧԉऀについては、ֳ（防災୲）「避難行動ཁࢧԉऀの避難行動ࢧԉにؔする取組指」（平成 25 年 8 月）
http://www.bousai.go.jp/taisaku/hisaisZagZousei/ZouengosZa/h25/hinansien.html を参照。

　東ຊ大災において、避難のࡍに車を༻した人はをえ、車を༻した人
のうち、平ۉして 3 割の人がौにרき込まれている。避難のࡍに車を༻した主

なཧ༝としては、h 車で避難しないとؒに合Θないと思ったʱやʰ家で避難しようと思ったからʱ
などがڍげられている。

　避難行動ཁࢧԉऀなど一人で避難するࣄがࠔ難な人が家にいる場合には、車を༻して避難せざ
るをಘないέースがある。大勢が車で避難しようとすると大ौが発生し、車での避難がඞཁな人ま
で避難できなくなる恐れがあるため、車を༻せずに避難できる人は、༳れがおさまったޙす͙に、
自分ので避難しよう。

ंでආྗۃආ͚Αう

避難࣌のंの༻

ˎ出యɿ「平成 23 年東ຊ大災における避難行動等にؔする面ௐࠪ（住民）分ੳ݁Ռ」ֳ・ফ防庁・ؾ象庁ڞ同ௐࠪ）

0ˋ 20ˋ 40ˋ
車をった 車をΘなかった

60ˋ 80ˋ 100ˋ

Do!
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ʮ͓͡ɺආ͠ΖʯͰが͞Ίͨ 
ʙ͍ͨͮؾΒු͍ͨͷ্ʙ
　この地区では過去 4 ճ、চ্ਁ水がありましたが、2000 年の東ւ߽雨のあとで、
行がڮのかけかえやഉ水ϙンϓの設置など、いろいろ備していましたし、家も
1 ϝーτϧ͙らいかさ্げしていたので、もうあるఔ度は安৺だと思っていたんで
すね。

　いつもなら、に雨がڧく降るとؾになって৸られないのですが、昼ؒに、下水
があ;れたところです͙に水がҾくのを見ていて、何となく安৺したせいもあって、
うとうとと৸ていました。

　「おやじ、避難しろʂ」と 2 ֊で৸ていたଉࢠに起こされたのは、中の 1 時ご
ろでした。そのとき、すでにচ্まで水がきていたのですが、ࢲはؾづかずに、ු
いたの্に৸ていたΘけです。

　たぶん、川の水があ;れたせいだと思いますが、またたくまに水がやってきたん
です。ଉࢠが起こしにདྷてくれたからよかったものの、そうでなかったら逃げれ
てしまっていたかもしれません。

（ѪݝԬ࡚市 �0代 உ性）

平成 20 年 8 月߽雨
എܠɿ平成 20 年 8 月 28 から 31 にかけて、ຊभ近にఀした前ઢ
　　　に向かって࣪ったۭؾが流れ込み前ઢの׆動が׆発Խした

Ԭ࡚市ݝ降水ྔɿ Ѫؒظ 44�.5mm
　　　　　   （8 月 26 ʙ 31 ）
ɿ3ऀࢮ ໊　ෛইऀɿ3 ໊

エϐιードにؔするσーλ

前のใऩूͰૣめに避難ࣄ

39 40



川が൙ཞする
̍前

が൙ཞ
（水害発生）

͋ͳͨɺେ͖ͳが͋ΔொʹॅΜͰ͍Δɻ

T*.E

は࣮を言うと、8ࢲ　 年前の東ւ水害のときにങったばっかりの新
ஙの家がচ下までつかったという、とんでもないݧܦがあります。 
の家はࢲ　 6 の建てചり住宅のひとつで、ଞのみなさんと同じݢ
時ظにೖډしたんですが、いつも雨がڧく降り࢝めると、近くに
ある高い土खのところにご近ॴの車がずらっと並ぶんですよ。「何
でなんだろう」と、新しくೖったؒ同࢜で話はしていたんです。
　ところが、時雨がはげしく降ってきて、λイϠの下あたりま
でだった水が、だんだんこう্がってくるΘけですよ。どのஈ֊
で্の方にҠせばいいんだろうって、みんながっているうちに、もうൈ
きࠩしならなくなっちゃって、家はচ下ਁ水になり、車もいものにならなくなってしまいました。
　だから今ճは、これだけ雨が降ったら、どれ͙らいの水がཷまるとか、いつごろ車を্に্げなきゃならないかという
ことがだいたい分かっていましたので、大雨にؔする情報をテレϏやラジΦなどで一生ݒ命ूめて対Ԡできました。

ૣΊʹආΛ
։࢝͠·す ʁ͔

େӍʹؔすΔใΛ
ऩूͨ͠ ʁ͔

େӍʹؔすΔใΛ
ऩूͨ͠ ʁ͔

ொ͔Β͞れͨ
ਫϋβʔυϚοϓΛߑ
ͱが͋Δͨ͜ݟ ʁ͔

ொ͔Β͞れͨ
ਫϋβʔυϚοϓΛߑ
ͱが͋Δͨ͜ݟ ʁ͔

自宅はচ্まで
ਁ水したが、避難する
前に大ࣄなものを̎ ֊に
্げていたので、ܰ いඃ害でࡁんだ

、൩からܹしい雨が降りࡢ
ఱؾ༧報でも

「今ޙも大雨が降り続く」と
༧している

テレϏやインλーωッτで
川の水位情報等をऩूした

象情報などもؾ
見ていなかった

Ϛッϓから、自宅が̍֊まで
ਁ水するエϦΞにあることを
っていたので、ૣ めに避難した

よく見ずにࣺててしまったが、
川の水位が্がってきたので、避難した

無ࣄに避難できたが、
どのఔ度のඃ害が発生するのか
૾もできず、1 ֊に置いたままの
パιコンが水にਁかって、
えなくなってしまった

川が൙ཞするとは思Θず、
いつものように৸ていた

ਁ水にؾづきあΘてて 2 ֊逃げた
避難することもできず、ٹॿをった

͋ͳたͳΒ、Ͳ͏ するʁ

一日前プロジェクト　エピソード（平成2�年�月豪雨）より

episode
エピソード ϚΠΧーਫのݧܦੜかす （Ѫ県໊ݹ市 �0 代 男性）

͋ͳたにग़དྷる͜ͱԿͰすかʁ （࣍ϖージ）
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࠭災害、͖ىてかΒͰಀ͛Βれͳい
·ΔͰ地ࠈͷऀͷΑ  ͏
ʙɺؠɺ࠭ がՈ ʮʹόϦόϦοʯʙ
　地ࠈのऀのテーϚιングのような、地面からゴーっとΘき্がってくるような音がしま
した。その音が্の方からだんだんこちらに近づいてくるようなײじがして、྆ひざ立ちで
૭の֎を見ると、30 ϝーτϧ͙らいઌに土石流がഭっていました。ԣしになった木と無
のؠ、それに大ྔの砂がどんどん押し寄せてきたのです。

　「うΘ、家をܸだʂ」と、思Θずޙずさりしたとたん、何かがドーンと家にたり、όϦ
όϦッという音がして、す͙にࠊまで水にਁかってしまいました。割れた૭Ψラスが勢いよ
く水と一緒にの体の΄う߈めてきたので、が切れて、水が݂でਅっにછまりました。

　逃げるためにはどうしたらいいかなと考え、「あっ、そうか、ۺをཤけばいいんだ」という
ことでね。裏ฦしになってスーっと流れてきたย方のۺをはき、れたιϑΝーやイスなん
かの্をาいて行くと、もうย方のۺがුいていました。水をかいてた͙り寄せ、それをཤ
いて、一൪近い出ޱから逃げようと思ったけど、αッシがۂがって։かないんです。

　で、土石がೖってきたؔݰの΄うから出したのですが、ؔݰの前は 4、5 ϝーτϧ۷ら
れて川のようになり、ゴーゴーと水が音をたてて流れていました。݁ہ、建ててؒもないզ
が家に、࠶ͼؼることはできなくなったのです。

平成 21 年 � 月中国・भ෦߽雨 
എܠɿ平成 21 年 � 月 19 から 21 ならͼに � 月 24 から
　　　26 にかけて、前ઢの׆動が׆発Խした

防市ݝޱ降水ྔɿ山ؒظ 549.0mm （� 月 19 ʙ 26 ）
ɿ35ऀࢮ ໊　ෛইऀɿ59 ໊

エϐιードにؔするσーλ

（山ݝޱ防市 50代 உ性）

　近年、෩情報は、෩が地に近するかなり前のஈ֊からえられるようになっ
た。自分の身を守るために、より安全なλイϛングで避難しよう。

　また、避難するࡍには、֗中に危険な場ॴがࡏしているため、避難్中に思Θ͵ոզなどをしな
いよう注意ਂく避難しよう。

ʪ֗தʹ͋Δݥةʫ 
˓ಓ࿏ͷଆߔɿ 雨水はಁ໌性がいため、ීஈาきなれている道でもଆߔにؾかず落ちてしまうこ
ともある。
˓地ԼಓΞϯμʔύε 。にਁ水ਂがਂくなり、్中でਐめなくなることもあるٸ  :
　特に自宅のਁ水が切ഭした状況にある場合、雨の中を無ཧに避難ॴまで避難するよりも、自宅の 2 ֊
Ҏ্（もしくは、近ྡのؤৎな建の 2 ֊Ҏ্）の場ॴに避難する方が૬対的に安全である場合がある。

ආࣔࢦをͨͣʹૣΊʹආ

෩େӍ

ՏͷਪҠ

ආͷใ

情報ୡϧーτ情報の種類
テレϏ・ラジΦ等
象庁や市区町村等のホームページؾ

都道ݝや市区町村、国土交通省河川ࣄॴ等のホームページ

テレϏ・ラジΦ等
市区町村のホームページ

エϦΞϝーϧ
防災スϐーΧ

報車・ফ防車等

※水害時の避難については、平成 24 年 3 月ެ表の「災害時の避難にؔするઐௐࠪձ報ࠂ ʙ୭もが自らద切に避難するためにʙ」
http://www.bousai.go.jp/kaigirep/Dhousakai/saigaijihinan/pdf/report.pdf　を参照。

市の中山ؒ෦にあるੈଳࡾはࢲ　 26 戸の小さなू落にら
しています。ຖౙ、ઇがかなりੵもるҎ֎は自વ๛かでよいとこ
ろ。近くに川が流れていますがఈがਂいので、これまでߑ水など
全く無ԑと思ってらしてきました。
　しかし、平成 23 年̓月 29 は、雨の降り方がҟৗでした。
ただなら͵ؾをײじたࢲは、自࣏ձとともにू落の見ճり
を࢝めました。避難ࠂקが出たのはそのޙです。高ྸऀなどは
避難に時ؒがかかることを自֮しており、ઌして避難४備を࢝
めました。住民օがإ見りで、だれが避難ࠔ難ऀなのかをおޓ
いにっており、情報交ができたのは小さなू落ならではだっ

たと思います。ۀ࡞もॱং立てて、ྗڠし合って行いました。
たちはू落のूձॴࢲ、市指定の避難ॴもあったのですがࡾ　
を࠷ऴ的な避難ॴにಠ自に指定しました。市指定の避難ॴはগし
れた場ॴにあるので、高ྸऀなどのことを考えるとҠ動はࠔ難
とஅしたのです。
　அがかったので、避難ޙは༨ྗのあるऀがྗを合Θせて、
まず道࿏を確อし、交通ཧを行いました。ྡのू落にٹ出׆動
に出かける༨༟もありました。これだけスムーζに行動ができた
のは、ごろの近ॴづきあいと౷制のとれた自࣏ձ׆動のたまも
のと思っています。　
一日前プロジェクト　エピソード（平成1�・2�年7月ࡾࢢͷ豪雨）より

episode
エピソード ॅ民ΈΜͳ͕ݟإΓ

εϜーζにいった避難行動（৽ׁ県ࡾ市 �0代 男性 市ॴ職員）

Do!
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土砂崩れ発生
前

土砂崩れ発生
時ؒ前 土࠭崩れが発ੜͯ͠ʜ

͋ͳͨɺࢁʹғ·れͨொʹॅΜͰ͍Δɻ

T*.E

ࣗͷཪࢁͰɺ
աڈʹ土࠭崩れが

ͱΛ͖ͨ͜ى
͍ͬͯΔʁ

ࣗͷཪࢁͰɺ
աڈʹ土࠭崩れが

ͱΛ͖ͨ͜ى
͍ͬͯΔʁ

家にؼると、
家は土砂にຒまっていた
ૣめに避難したので、
家全һ無ࣄでྑかった

ੲと同じように土砂崩れが
起きるかもしれないと思い、
雨がܹしくなる前にૣめに避難した

家はమےりでؤৎだが、
ܹしい雨が降り続いているので、
土砂崩れが৺になり、
山とは対ଆの෦屋にҠ動した

前から雨が
降り続いている

自宅近くの川は、
よく൙ཞするので
大雨が降ると
৺になる

ੲ、この地域で土砂崩れが
起きたことをから
聞かされていた

自分の住Ή地域で発生した
過去の土砂崩れについて
何も聞いていなかった

裏山が崩れるとは
思いもよらなかったので、
山のมԽに注意をΘず、
避難もしなかった

山ଆの෦屋に土砂が
流れ込んできたが、
自分たちがいた෦屋は
無ࣄだった

ゴーッという地鳴が
聞こえたॠؒに、家の中に
土砂が押し寄せてきて、
土砂にຒもれた

　地域を一ڃ河川のࠤ川が流れているのですが、あの
もちΐっと水が૿えているかなといったఔ度でした
し、水害のことなんて全વ಄にありませんでした。ত
26 年に൙ཞして大きなඃ害が出てҎདྷ、అ防を高くし
たり、ダムをつくったり、対ࡦはできていましたから、「よ
΄どのことがないݶり大ৎ夫」という࣋ؾちでした。
　ところが、今ճ、川のຊ流で土石流が発生してしまっ
たのです。
石場だったところから࠾近は、雨が降るたͼにੲ࠷　
い水が出ていたので、「どうなっとるのかな」というݒ
೦はগし࣋っていましたが、それがݪҼでもないようです。
　とにかく、今ճඃ害にあった人ホームも避難場ॴに指定されていた͙らいですからね。こんな大規な土砂災害が起
こるなんて、୭も༧できなかったと思いますね。
　自વのྗの大きさをあらためて思いらされました。

一日前プロジェクト　エピソード（平成21年7月中国・九州北部豪雨）より

episode
エピソード っていたののߑਫରࡦ

～࠭災害༧ଌͤず～ （山口県市 �0代 男性）

͋ͳたͳΒ、Ͳ͏ するʁ

͋ͳたにग़དྷる͜ͱԿͰすかʁ （࣍ϖージ）
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　あるお宅の話なのですが、ご夫婦でお住まいで、お昼ごろ
お膳にご飯とおかずを並べて、「さあ、ご飯食べよう」って言っ
ていたら、山の方で音がしたんですね、ゴーンゴゴーって。「あ
れ？何でなんだろう？」と思って見たら、まさに山が崩れて
きていて、土石流がダーッと押し寄せてきていたのです。
　で、「こりゃいけん」と思って、ご主人はステテコとランニ
ング一枚だったんですけど、パッとシャツをつかんで、奥さ
んと一緒に道の無い裏山に逃げ込んだんですよ。「何でそっち
に逃げたんですか」って聞いたら、「家を建てた時に、何かあっ
たらどこに逃げるか？ひとつは裏山もあるな」とご夫婦で話

し合っていたとのこと。
　道ばたに車を置いていましたが、そこは土石流の流れる方
向にありました。もし道の方に逃げていたら、絶対命はなかっ
たと思いますよ。
　今自分がどんなところに住んでいて、どういう危険性があ
るのか、過去に地域でどんなことがあったのかなどをそれぞ
れが学んでおけば、そのために何を備えるか、どこに逃げる
のかを具体的に考えていくことができますよね。大切なのは、
具体的に考えるということと自分の身は自分で守るという姿
勢だと思います。

一日前プロジェクト　エピソード（平成21年7月中国・九州北部豪雨）より

episode
エピソード 前もって避難の方向を決めていた～山崩れに迷

わず避難、命助かる～ （山口県宇部市 40代 男性 行政職員）

　土砂災害から人命や家屋を守るため、土砂災害のおそれがある区域には、土砂災害
警戒区域（イエローゾーン）あるいは土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）が設定され、

特に土砂災害特別警戒区域では、住宅等の新規立地が抑制されている。山やがけの近くに住んでいる
場合には、市区町村のホームページ等で、過去の土砂災害の発生状況や土砂災害特別警戒区域などの
指定状況を確認しておこう。
　土砂災害警戒情報は、大雨による土砂災害発生の危険度が高まった時に、住民の自主避難の参考と
なるよう発表される。しかし、土砂災害には、土石流、地すべり、がけ崩れなど様々な種類があり、
いずれも土砂災害が起きてからでは逃げられない。警戒区域など、災害の恐れがある地域では、土砂
災害警戒情報等が発表されていなくとも、土砂災害の前ぶれ（前兆現象）に注意しながら、安全に行
動できるうちに、避難しておこう。

平成 18 年度にスタートした『一日前プロジェ
クト』は、 「もし、災害の１日前にもどるこ
とができたら、あなたは何をしますか」をテー
マに、被災者や災害対応に携わった人たちに
災害当時の話を聞き取り、被災した人ならで
はの思いや教訓をバラエティー豊かに紡ぎだ
してきました。

これまでに生み出された物語（エピソード）
の数は、平成 26 年３月時点で 800 編にもの
ぼります。

全てのエピソードは、内閣府「災害被害を軽
減する国民運動のページ」に掲載されていま
す。ぜひ、あなたの立場や環境に近いエピソー
ドを探してみてください。

エピソードを疑似体験ツールとして、さまざ
まに形を変えて襲ってくる災害へ柔軟に対応
できる力を養っていただければ幸いです。

災害被害を軽減する国民運動のページ
一日前プロジェクト
http://www.bousai.go.jp/kyoiku/keigen/
ichinitimae/index.html

住んでいる土地の弱さを知っておこう

土石流

地すべり

がけ崩れ

前兆現象の例土砂災害の種類
・川の流れがにごり、流木が混ざりはじめる。
・雨は降り続いているのに、河川の水位が下がる。
・山鳴りがする。

・沢や井戸の水が、にごる。
・地割れができる。
・斜面から水が噴き出す。

・がけから小石がパラパラと落ちてくる。
・がけから水が湧き出ている。
・がけに割れ目が見える。

※土砂災害計画区域や土砂災害特別警戒区域の詳細は、「土砂災害防止法に基づく取り組み（国土交通省 平成 26 年 9 月発行）
http://www.mlit.go.jp/river/sabo/sinpoupdf/torikumi.pdf　を参照。
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〒100-8914 東京都千代田永田町 1-6-1 中央合同庁舎第 8 号館
TEL:03-5253-2111
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